
株主メモ

※ みずほ信託銀行株式会社 証券代行部　 フリーダイヤル：0120-288-324  〒168-8507 東京都杉並区和泉２-８-４

事 業 年 度
定時株主総会
株主確定基準日 

公 告 方 法

株主名簿管理人

当社公式ＷＥＢサイトに掲載します。
(http://www.dainichi-net.co.jp/)
ただし、 事故その他やむを得ない
事由によって電子公告を行うこと
ができない場合は、 日本経済新聞
に掲載いたします。
東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社

※みずほ信託銀行証券代行部
にお問い合わせください。

※みずほ信託銀行
証券代行部に
お問い合わせください。

第53回定時株主総会決議ご通知

第 53 期 （平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで） 事業報告の内容及び
計算書類の内容報告の件 
　　本件は、上記の内容を報告いたしました。 

第１号議案　剰余金の処分の件
　　本件は、原案のとおり承認可決されました。 なお、期末配当金は、１株につき22円と
決定いたしました。
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く）９名選任の件
　　本件は、 原案のとおり承認可決され、 取締役に吉井　久夫、 酒井　春男、 花野　哲行、
田村　正裕、 佐藤　芳明、 渡辺　美幸、 荏原　裕行、 小林　正志、 原　信也の９氏が再選され、
それぞれ就任いたしました。 

〒950-1295　新潟県新潟市南区北田中780番地6
http://www.dainichi-net.co.jp/
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当事業年度におけるわが国経済は、アメリカの金融
政策の正常化が進むなか、中国をはじめとする新興国
経済の減速や世界的な金融市場の乱高下等により業
況判断には慎重さが見られたものの、政府や日銀によ
る各種政策を背景に企業収益や雇用情勢に改善が見
られ、景気は緩やかな回復傾向で推移いたしました。

主力分野であります石油暖房機器業界におきまし
ては、 世界的な原油の供給過剰懸念により灯油価格
が下落した一方で、 記録的な暖冬の影響を受け、 市場
規模は前年に比べて縮小いたしました。

こうしたなかにあって当社は、 市場や住環境の変化
に対応した開発に取り組んでまいりました。

暖房機器におきましては、日本国内の自社工場での
生産による迅速な供給力と、安心してお使いいただく
ための品質保証体制がお客様に評価され、 業界内で
確たる地位を築いております。

加湿器におきましては、 リビングの大型化やビジ
ネス用ニーズの高まりから家庭用としては業界最大
の加湿量の 1,800ｍL/h クラスを投入し、 ４タイプ
19 機種を発売しました。

第 54 期におきましては、 売上高180 億円 （前期
比 4.2％増）、 営業利益６億円（同61.3％増）、 経常利
益６億円 （同30.2％増）、 当期純利益４億10 百万円
（同98.1％増）を見込んでおります。

目標の達成に全力で取り
組んでまいりますので、株主
の皆様におかれましては、今
後とも一層のご支援、 ご鞭
撻を賜りますようお願い申
しあげます。
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企業理念　-わが社の方針 -

次期の見通し
雇用・所得環境の改善が続くなかで、 各種政策の効

果で景気は緩やかな回復に向かうことが期待されま
す。また、海外経済で一部に弱さが見られており、景気
が下押しされるリスクに留意する必要があります。

このような環境のもとで当社は、 お客様から信頼さ
れ支持されることを全ての活動の基本とし、 品質と安
全性を重視し重大製品事故を未然に防止する体制の
継続に努め、 多様化するニーズにお応えしてまいりま
す。また、 社内の合理化を進め経営体質改善の取り組
みを継続して行ってまいります。

当事業年度における業績は、売上高は172億80百
万円（前期比1.7％減）、 営業利益は３億72百万円（同
1.3％増）、 経常利益は４億61百万円（同2.7％増）、 当
期純利益は２億７百万円（同27.9％減）となりました。

財務
ハイライト

新しく生み出す技術を核に役立つ製品

を開発するとともに、販売してくださる

小売店様を大切にし、お客様には長

く愛情を持って使い続けていただき

たい。

こうした思いは、当社の全ての仕事を支

える基本理念となっています。
平成２８年６月
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お客様の生活を支えるダイニチのモノづくり

デザイン重視のニーズに応え、 今まで
にない新規性と魅力あるデザイン SDR
タイプを発売しました。

販売台数シェアも９年連続 No．１※1 とな
り、 圧倒的なご支持をいただいております。

また、 新規事業参入したセラミックファ
ンヒーターは家庭用石油ファンヒーター
の対震自動停止装置を搭載し、「より安全
性の高い製品」 とお客様から評価をいた
だく要素となっています。

リビングの大型化やビジネス用のニー
ズの高まりから、パワフルモデルHD-151
（1,500ｍL/ｈ）、 HD-181 （1,800ｍL/ｈ）
を発売いたしました。

また、 RX シリーズは従来機よりさらに
静音化し、 就寝時により眠りにつきやすい
よう、 運転音と表示部の明るさを落とした
「おやすみ加湿モード」を搭載しました。

販売台数・金額シェアは３年連続Ｎｏ.1※2

となっています。

手軽に自家焙煎が楽しめるコーヒー機
器は、 愛好家や自家焙煎コーヒー店から評
価され、堅実な販売を続けています。

また、 家庭用石油ファンヒーター、 加湿
器の別売部品も堅調に推移しています。

別売部品・コーヒー機器はウェブサイト
での販売を行っており、 メーカー運営の安
心感や迅速な発送システム、 送料無料な
どのサービスも売上の増加につながって
いると考えています。

暖房機器
(石油暖房機器・電気暖房機器)

環境機器
（加湿器）

その他
（部品・コーヒーメーカー他）

　　　　　　　　合計

141億59百万円

23億　5百万円

8億15百万円

172億80万円

81.9％

13.4％

4.7％

100.0％

品目 売上高 売上構成比

家庭用石油ファンヒーター、
セラミックファンヒーター

加湿器 部品・コーヒーメーカー他

■主要品目別売上高と売上構成比

※1.2007 ～ 2015 年度　年計（年度＝４月１日～３月３１日）メーカー別販売台数シェア（シェア数値 /2007 年度＝48.8％･２００８年度＝59.1％・2009 年度＝53.3％・２０１０年度＝49.3％・
2011 年度＝48.9％ ・ 2012 年度＝49.9％ ・ ２０１３年度＝53.9％ ・ ２０１４年度＝52.6％ ・ 2015 年度＝53.6％） / 全国有力家電量販店の販売実績集計 /ＧｆＫ　Ｊａｐａｎ調べ

※2.2013～2015 年度 年計 ( 年度 =4 月1日～3 月31日) メーカー別数量･金額シェア ( 全国有力家電量販店の販売実績集計 /GfK Japan 調べ )

９

※１

３

※２
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特集

ブルーヒーター４５周年

当社は、昭和３９
年 （１９６４年） に
創業。初めは比較
的製品化が容易で
付加価値の高い落
差式バーナーを中
心に開発をすすめ
ていました。

昭和 46 年（１９７１年）７月、気化式石油風呂釜を
改良し、 業務用石油ストーブ「ＦＭ-２型」が誕生。気
化式特有の青い炎の色から、 ブランド名を 「ブルー
ヒーター」と命名しました。

当時の石油暖房機といえば、芯を灯油に浸して燃
焼させる芯式が中心でした。市場は石油機器メー
カーに加え、 大手家電メーカーの参入で激しい競争
が繰り広げられていました。

その中で、 青く透明
な炎で燃え、 すすやニ
オイが出にくく、 煙突
が不要である画期的
な製品の登場は、 大き
な注目を集めました。

その後、 毎年改良を
加え、 販売台数を伸ば
していきました。

●気化式石油風呂釜 「Hi-S-3B」 （左） の釜
　　をはずして放熱器を載せた試作品 （右）

昭和 53 年 （１９７８年）、 三菱電機様が家庭用石油
ファンヒーターを発売し、 ネームバリューと当時主流
だったＦＦ式よりも低価格である点が受けて、大ヒット
となりました。

この成功を受けて、 翌年には家電メーカー・石油機
器メーカー各社が一斉に家庭用石油ファンヒーター
市場に参入しました。

業務用石油ストーブにおいて、ライバル会社が同様
の製品を出し始め競争が激化してきたこともあり、当
社も市場の大きい家庭用に参入することにしました。

その後、昭和 55 年（１９８０年）、着火スピードが 40
秒の家庭用石油ファンヒーター「ＦＡ-３２」を発売。

大手メーカーに真っ向から立ち向かうことになるこ
の製品は、 初年度に７万３，０００台の販売実績を上げ、
家庭用石油ファンヒーターのメーカーとしての基礎を
固めることになります。

翌年、「月刊消費者（一般財団法人日本消費者協会の
機関紙）」が家庭用石油ファンヒーターの買い上げテス
トを実施しました。

対象となった７社中、
「ＦＡ-３２」 は総合評価
でＡランクとなった２
社のひとつに選ばれ、
その技術の確かさが
実証されました。

●家庭用石油ファンヒーター 「ＦＡ-32」

特集　ブルーヒーター４５周年

●「FM-2型」 のカタログ
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特集　ブルーヒーター４５周年

平成 27 年（２０１５年） 12 月24日、創業者であ
り、ブルーヒーターの生みの親でもある名誉会長の
佐々木 文雄氏が 95 歳で永眠いたしました。

平成28年（２０１６年）３月３日に、 「佐々木名誉会
長お別れの会」が執り行われました。

お取引先、 業界関係者や当社のＯＢなど３４５名
の方々より、 祭壇に白いカーネーションを手向け、
偲んでいただきました。会場内には、 当社の足跡を
記したパネル、 かつての製品群を展示するととも

に、メモリアル映像を流し、足を止めて懐かしそう
にご覧になる方で溢れていました。

佐々木名誉会長の想いがあってこの世に誕生し
た当社は、 多くの方々に支えられてこれまで発展
してきましたが、 それを目の当たりにしたような
会となりました。このご縁を誇りにして、 またこれ
からの出会いも大切にし、さらなる発展を遂げるよ
う邁進してまいります。

●メモリアル映像や歴代製品、
佐々木名誉会長とダイニチの
あゆみなどを展示し、 多くの
方に偲んでいただきました。

昭和４６年（１９７１年）
昭和５７年（１９８２年）

昭和５５年（１９８０年）

平成２７年（２０１５年）

●

昭和３９年
（１９６４年）

創業 昭和６２年（１９８７年）

４０秒スピード着火で
新規参入。

平成２年（１９９０年）

業
務
用

家
庭
用 量販店専用機種

として発売。

平成１２年（２０００年）

９Ｌタンクと給油汚れん
キャップを搭載。

気化器にセラミック
ヒーターを採用。気化式業務用石油

ストーブの誕生。

グッドデザイン賞受賞。

デザイン性の高い
ハイエンドモデル。

広めのリビングなど
ご家庭でのニーズも。

平成２２年
（２０１０年）

平成２７年（２０１５年）

昭和４５年
（１９７０年）
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貸借対照表
（単位：千円/千円未満切捨）

損益計算書
（単位：千円/千円未満切捨） 会社概要 /株式の状況会社概要 /株式の状況

株式の状況

大株主（上位１０位）

所有者別株式比率

株
株
名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

持株数
（千株）

持株比率※1

（％）株主名

1株当たりの配当金の推移

ダイニチ工業株式会社
Dainichi Co.,Ltd.
〒950-1295
新潟県新潟市南区北田中 780 番地 6
昭和 39 年 (1964 年 )４月１日
40 億 5,881 万円
508 名

社 名
英文社名
本 社

設 立
資 本 金
従業員数

会社概要

キャッシュ・フロー計算書
当事業年度

営業活動によるキャッシュ ・ フロー

投資活動によるキャッシュ ・ フロー

財務活動によるキャッシュ ・ フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額(△は減少)

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

（単位：千円/千円未満切捨）

1,799,368

△1,415,704

△389,636

1,313

△4,659

12,076,418

12,071,759

株価の推移

平成27年 平成28年平成26年

　流動資産

　固定資産

　　有形固定資産

　　無形固定資産

　　投資その他の資産

　資産合計

　　流動負債

　　固定負債

　負債合計

　　株主資本

　　評価 ・ 換算差額等

　純資産合計

負債純資産合計

当事業年度
平成28年3月31日現在

前事業年度

前事業年度

20,472,331

8,544,457

6,881,357

72,388

1,590,711

29,016,789

3,142,344

1,285,519

4,427,863

24,235,351

353,573

24,588,925

29,016,789

当事業年度

（　　　　　　　　　　　　　　　 　）平成２7年４月 １ 日

平成２8年3月31日

～

前事業年度

～平成２６年４月 １ 日

平成２7年3月31日（　　　　　　　　　　　　　　　 　）

（　　　　　　　　　　　　　　　 　）平成２7年４月 １ 日

平成２8年3月31日

～ ～平成２６年４月 １ 日

平成２7年3月31日（　　　　　　　　　　　　　　　 　）

54,767,100
19,058,587

4,233

0

5

10

15

20

25
（円）

自己名義株式

当社株価

平成27年３月31日現在

20,086,336

7,638,022

6,350,161

48,725

1,239,135

27,724,358

2,543,001

837,043

3,380,044

24,053,720

290,594

24,344,314

27,724,358

819,066

△ 604,828

△389,695

△826

△176,283

12,071,759

11,895,475

22

平成２６年
（２０１４年）
３月期

22

平成２５年
（２０１３年）
３月期

2222

平成２４年
（２０１２年）
３月期

平成２３年
（２０１１年）
３月期

18

平成２２年
（２０１０年）
３月期

18

平成２１年
（２００９年）
３月期

18

平成２０年
（２００８年）
３月期

18

平成１９年
（２００７年）
３月期

18

平成2８年
（２０1６年）
３月期

22

平成２7年
（２０１5年）
３月期

7.22%

550

650

750

850
（円）

※1 持 株 比 率 は、 発 行 済 株 式 の 総 数 か ら 自 己 株 式
（1,375,101株）を除いて計算しております。

※2平成27年12月24日、 佐々木 文雄氏は逝去されまし
たが、相続手続き未了のため、株主名簿上の名義で記載
しております。


